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インターネットは地球大の統合への
ダイナミズムよりも多数の共同体

コ ミ ュ ニ テ ィ

への分解に向かう

第 5 章 社会全般

電子コミュニティ

「グローバル・ ヴィレッジ」は

実 現 したのか

かつてマーシャル・マクルーハンは、電

子メディアのネットワークがもたらす未来

社会を、「グローバル・ヴィレッジ」とイ

メージした。時間と空間の意味を無化し

ていく電子メディアのネットワークが、国

境線をはじめとする伝統的な共同体を分

かつさまざまな境界線を曖昧なものとし、

最後には、地球的な規模の共同体
コ ミ ュ ニ テ ィ

を構成

することになるに違いない。これがマクル

ーハンの予想であった。

われわれが共同体の境界線を重要な区

別として意識するのは、共同体の内側へ

と向けられたコミュニケーションの密度

が、その外側へと繋がるコミュニケーショ

ンの密度を圧倒的に凌駕していたからで

ある。こうした密度の落差が生じるのに

は単純な技術的理由があった。しかし、

電子メディアの発達は､コミュニケーショ

ンの密度に有意差を与える、技術的な困

難を除去してしまう。要するに、国内の

誰かに電子メールを送るのも国外に送る

のも完全に同じ程度に容易で、同じ程度

の費用しかかからない。こうしたことを考

えると、マクルーハンの予想も、全く当

然のことであるように思える。

実際、マクルーハン以降、今日まで同

じようなことがしばしばいわれてきた。そ

れは、右翼と左翼の対立を越えている。

たとえば、リチュード・バーロックとアン

ディ・キャメロンによれば、電子的なネ

ットワークをめぐる言説は、右翼と左翼

の政治的な対立を調停するような「カリ

フォルニア・イデオロギー」と呼ぶべき楽

観を共有している。カリフォルニア・イ

デオロギーは、カリフォルニアの社会的雰

囲気から醸成されたものであるとの認定

から、こうした名を与えられているのだが、

その内実は、要するに、新しい情報テク

ノロジーの人間解放の潜勢力への大きな

信頼である。情報テクノロジーが解放を

もたらすと見なされているのは、それが、

「グローバル・ヴィレッジ」に比定するこ

とができるような、地球規模の共同性を

もたらし得る技術的な基盤になると信じ

られているからである。

遠 隔 地 ナショナリズムの出 現

インターネットが地球上のコンピュータ

を繋いでいる現在、—以上のような予想

や期待に立脚するならば—地球的な共同

体への技術的な条件は整いつつあると見

なさなくてはならない。つまり、われわれ

の社会は、グローバル・ヴィレッジのよう

な地球的な共同体に漸近していなくては

ならない。だが、20世紀から21世紀への

転換期に、われわれが現実に目の当たり

にしている現象は、こうした予想を全く

裏切るものである。地球的な共同体の可

能性は、地平線の彼方にすら現われてい

ない。むしろわれわれはこうした理想や理

念から遠ざかりつつあるように見えるので

ある。いい換えれば、共同体は地球的な

規模へと拡張していくのではなく、むし

ろ逆に、近代の伝統が築いてきた拡がり

を切り崩すように細分化しようとしてい

るように見えるのだ。

そうした傾向を代表している現象が、

たとえば、20世紀の末期に世界各地で異

様な盛り上がりをみせている、エスノ・

ナショナリズムの運動である。19世紀か

ら20世紀中盤までのナショナリズムは、

前近代的な共同体を国民
ネーション

の内へと包摂

し、最終的には国民—国家を確立するこ

とを指向していた。20世紀後半に発達し

た電子メディアは、こうした国民—国家

の境界線を溶解させるはずだった。とこ

ろが、実際には、今日のエスノ・ナショ

ナリズムは、国民−国家をより小さな民

族の単位へと分解することをこそ目指し

ている。境界線は溶解するどころか、む

しろ増殖しているのである。予想を大き

く裏切る、こうした現象が生ずるのはな

ぜなのか。

まず、地球大の共同体へと拡大する力

が作用せず、逆に、国民を分解させかね

ないエスノ・ナショナリズムのような社会

運動を駆動させる力が作動しているとい

う状況が、インターネットのような電子

メディアのテクノロジーと無縁ではないこ

とを確認しておく必要がある。つまり、

インターネットのコミュニケーションがグ

ローバル・ヴィレッジを構成しようとする

ベクトルを活性化させているのに、これと

は全く無関係な別の社会的な圧力がこの

ベクトルを無効化したり、乗り越えたり

しているわけではないのだ。

このことをよく示しているのが、ベネデ

ィクト・アンダーソンが「遠隔地ナショ

ナリズム」と呼ぶ現象である。遠隔地ナ

ショナリズムとは、インターネットによっ

て可能になったエスノ･ナショナリズムで

ある。アメリカには、さまざまな民族が共

存している。たとえばアメリカにもクロア

チア人がいる。もしインターネットがなけ

れば、アメリカのクロアチア人は彼らの

「故郷」となるヨーロッパのクロアチア人

と連帯することはできず、その共同体に

参画することもなかっただろう。だが、イ

ンターネットのおかげで、アメリカのクロ

アチア人もクロアチア人の民族運動を支

援したり、参加したりすることができるよ

うになる。実際、たとえば、北アイルラ

ンドのIRAの活動を支えている有力なグ

ループの1つは、インターネットを使って

彼らを支援しているアメリカのアイルラン

ド系市民である。インドでは、対立して

いるヒンドゥ教徒もイスラーム教徒も、そ

れぞれ、インターネットを媒介にして、世

界各地に散在する同胞からイデオロギー

的・資金的に援助を受けている。
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インターネットは「n 対 n」の

コミュニケーション

かつて、アンダーソンは、古典的な国

民—19世紀から20世紀中盤までに登場

してきた国民—の創出にあたって、メデ

ィアの果たした機能について、実に鮮や

かな分析を提示した。彼が特に重視した

のは、マスメディア、とりわけ資本主義

と結託した出版メディアの役割である。

最もわかりやすい例は、「新聞」である。

新聞は、主に国民の範囲に配布される。

それゆえ読者は、毎朝、新聞を読むとき

ちょうど国民の規模で、同じ情報を同時

に得ているはずの可能な読者の集合を想

定することができるだろう。その結果とし

て、新聞の読者の潜在的な共同体として

国民の連帯が結晶するというわけだ。マ

スメディアが作り出すコミュニケーション

の外形は、1対nの形態をとる。すなわち、

それは特定の一者から不特定多数の他者

への（主要には一方向的な）コミュニケ

ーションである。「1対n」の「n」の領域

として国 民 が想 定 されたのである。

インターネットの特徴とは何か。外形に

着眼すれば、それは「n対n」のコミュニ

ケーションである。つまり、それは不特定

多数から不特定多数へのコミュニケーシ

ョンである。簡単にいえば、任意の者に、

かつてのマスメディアに匹敵する情報の配

信能力を与えるシステムである。しかも

配信が可能な範囲は、地球規模のネット

ワークに接続している任意の端末に広が

っている。たとえば、私が今あるサイトで

読んでいる情報を同じように享受してい

るかもしれない読者の拡がりは、地球大

である。そうであるとすれば、インターネ

ットが地球的な共同体を結実するだろう

と素直に予想したくなるのも当然だ。い

い換えると、インターネットが地球的な

共同体よりもむしろ、国民をも細分化す

るような、小規模でメンバーを散在させ

た—遠隔地ナショナリストのような—共

同性にこそ親和的であった理由は、コミュ

ニケーションの外形には還元できない特

徴、コミュニケーションの内的な構成と

も呼ぶべきものに求めなくてはならないと

いうことになる。

精 神 の内 面 ／ 外 面 の不 能 性

コミュニケーションの構成は、一般に

は次のように図式化されている。一方の

極で情報の発信者が、他方の極で受信者

が、それぞれに閉じられた「内面」を構

成している。受信者は、発信者の内面で

生じたメッセージを直接に参照すること

はできない。受信者が発信者のメッセー

ジを知るためには、まず何らかの方法に

よる両者の接続が必要である。その上で、

発信者は、メッセージを両者が共有する

コード—記号体系—に翻訳しなくてはな

らない（エンコーディング）。コード化さ

れたメッセージが受信者によって解読と

いう形態で、「内面」化される（ディコー

ディング）。コードへの翻訳を媒介にしな

くてはならないという意味で、コミュニケ

ーションは必然的に間接性を帯びるのだ。

つまり、われわれはコードの上に外化され

たメッセージを通じて、二次的に発信者

の「内面」の真実に接近するしかない。

ところで、サイバースペースではよくあ

る次のような状況を思い描いてみよう。

実生活では地味でうだつのあがらないお

となしい男が、コンピュータネットワーク

ではハンドルネームを用いて攻撃的な男と

して振る舞っているとしよう。他人が直

接に対し得るのは、攻撃的な男としての

言葉のみである。このとき攻撃的な男と

いう仮面の背景に、物静かな男という内

側の真実が隠されていると理解すべきだ

ろうか。むしろわれわれは、表面に直接

に外化されている攻撃的な男としての欲

望にこそ、この男の内面の真実を見るべ

きではないだろうか。つまり、ここでは、

他人（受信者）の直接の接触を許す外面

においてこそ、かえって、より一層の内

的な真実が直接に露呈しているのである。

こうしたよくある例に示唆されているこ

とは、電子メディアによるコミュニケーシ

ョンは、コミュニケーションの内的な構成

を劇的に変容させつつあるということであ

る。本来のコミュニケーションにあっては、

人は、他人の内面に、物理的な接触やコ

ードを間に挟むことによって、間接的に

接近するしかなかった。だが、電子メデ

ィアとともにあるコミュニケーションが提

供しているのは、本来は必然的に間接的

で背景に退いていた内面に、直接に接触

し得るという感覚であり、そうした内面

を、直接に露呈させて送信し得る感覚で

ある。

インターネットが、地球大の単一の共

同体への統合のダイナミズムよりも、メ

ンバーを地球上の諸地点に分散させた多

数の共同体への分解へと向かうダイナミ

ズムと親和的な理由はこの点から説明で

きる。インターネットが実現したコミュニ

ケーションの外形にのみ着眼すれば、そ

れは地球的な共同体をもたらすかに見え

る。だが、コミュニケーションの内的な構

成は、次のことを含意している。すなわ

ち、インターネットにおいて支配的なコミ

ュニケーションが指向しているのは、互い

の内面に直接にアクセスしあうような関

係、つまり内面の繊細な感覚の水準で共

振しあうような関係だということをであ

る。こうした内面の感覚の全水準におけ

る共振は、いわば私的な関係であり、必

然的に、関係の拡がりを、いくらでも小

規模なものへと細分化させていかざるを

得ない。内面的な細かな感覚に拘泥すれ

ば、いくらでも関係には不協和が生じ得

る。つまり、共鳴にまでいたるような内

的な感覚の共有を想定し得る共同性は、

細分化していく顕著な傾向があるのだ。

それゆえ、インターネットは、その物理的

な範囲としては地球規模の拡がりに可能

性を開きながら、人々が実際に互いに連

帯していると感受し得る共同性の拡がり

を、かえって縮小させさえするのである。

人は、インターネットの技術的な助け

を借りて、地球の反対側の誰かと互いに

共振し合っていると実感し得るのに、樹

立される共同性の範囲は私的で狭小なも

のへと分解していくのである。
（大澤真幸　京都大学人間・環境学研究科助教授）
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